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　初版から 10 年が経過し「脳脊髄の
MRI」が第 2版へ改訂された．
　この 10 年間でMRI は，拡散強調画
像，磁化率強調画像，拡散テンソル画
像をはじめとする新たな撮像法が瞬く
間に広く一般化され，さらには 3T 
MRI など，より高磁場の機器も広ま
り，まさに日進月歩で進歩している感
がある．本書でも，初版後に普及して
いるこれらの最新画像をもとに改訂さ
れ，正常解剖にはすべて 3T MRI によ
る美しい詳細な画像が掲載されてお
り，さらには最新の拡散テンソル画像
による詳細な白質線維の描出もされて
いる．これら最近の画像診断の進歩に
よる疾患の病態の解明，さらには治療
への貢献には目覚ましいものがあり，
すべての神経疾患においてMRI はも
はや必須と言える画像検査になってい

る．本書は，各疾患の代表所見を数多
くの美しいMRI 画像で網羅しており，
真に難しい鑑別診断に十二分に役立つ
内容となっている．
　医学は言うまでもなく治療に結びつ
けることが最も重要である．本書は単
に画像診断の紹介ではなく，各疾患の
病因，病態，そして治療に結びつくよ
うな内容になっている．MRI が登場
して初めて明らかになって来た疾患も
あり，最近のMRI の進歩による詳細
な画像所見は極めて重要であることは
疑いもないことである．本書では，各
疾患のMRI 画像を中心としながら，
このMRI 所見からその疾患単位で体
系立てて知識を得られるようになって
いることも特徴である．そのために，
画像所見のまとめ，鑑別診断，疾患の
特徴のまとめなどがBox として簡潔

明瞭に示されており，これから勉強す
る若い先生方はもとより専門とする先
生方にも知識の整理として役立つ内容
となっている．
　本書は，画像診断に携わる放射線科
医のみならず，神経疾患に携わるすべ
ての医師，脳神経外科，神経内科，精
神科，小児科，整形外科，耳鼻科など
MRI を日常で扱うすべての臨床医，
特にこれから勉強を深めようとする若
い先生方に必携の良書であり，心から
お勧めできる 1冊であると思います．
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